
国土交通省「住宅市場を活用した空き家対策モデル事業」

⼾建て住宅エリアのストック活⽤の促進 資料１－６

昨年度） モデルケースの検討
シェアオフィス、
食の提供、地域福祉の拠点など

今年度） 実現に向けた取り組み
①空き家等の物件の
掘り起こし・整理

②空き家等の物件の情報発信

③空き家等を活用する
⺠間事業者等の抽出選定

④空き家等を活用する⺠間
事業者等への物件紹介内覧

⑤空き家等所有者及び⺠間
事業者等のマッチング

⑥賃貸化物件の整備

⑦賃貸契約の締結

「利活用事業の実施」「実施に向けた検討」を通じて…

良好な⼾建てエリアの住環境を保全しながら
地域の魅力と利便性を高める

居住の安心の提供、地域の価値を高める

★シェアオフィス・食の提供等 ★学童や高齢福祉施設等

実現化に向けた検討、所有者・事業者協議等

☆実現化に向けた課題の顕在化
（用途制限、事業採算性など）

☆実現化手法やノウハウの蓄積
（事業スキーム、交渉など）

第一種低層住居専用地域／第一種中高層住居専用地域での
空き家活用のハードル、問題点の整理

➡対策の方向性やその必要性を提議

【事業主体】
高蔵寺まちづくり株式会社

住宅市場を活用した
空き家対策モデル事業

国土交通省住宅局

の事業採択を受け実施中


